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申し込み・応募 問い合わせ ローズメンバーズ 学生 未就学児入場不可 有料託児サービス（申し込みはエクセレントコーポレーション☎047-435-8361へ） 市役所

「マイタウンいちかわ」8月21日（土）〜27日（金）
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、市のホームページ「インターネット放送局」でご覧になれます。

JCN市川（CATV）
アナログ9ch
デジタル11ch

8月28日（土）発売開始
大谷康子弦楽四重奏団～古典
からラテンまで楽しく！～ 
11月13日（土）17:00開演/行徳
文化ホールI&I/全席指定2,500
円/割、 ３００円引き/ /出
演＝大谷康子（東京交響楽団バ
イオリン ソロ・コンサートマスター）、
木村正貴（東京交響楽団バイオリ
ン）、西村眞紀（東京交響楽団首
席ビオラ）、川井真由美（東京交
響楽団 チェロ）

好評発売中

文化会館
ヒダじんぼコンサート２０１０
～１０th Anniversary～
９月3日（金）19:00開演/小ホー
ル/全席指定　前売り4,000
円　当日4,500円/出演＝ヒダ
ノ修一（太鼓）、神保彰（ＤＸドラ
ムトリガーシステム）

注目公演
小椋佳 コンサートツアー2010

「邂逅」KAIKO ～歌創り４０年、
旅途上。～  
9月11日（土）18:30開演/大
ホール/全席指定7,000円/

楽太郎改メ 六代目三遊亭円楽
襲名披露公演 
9月12日（日）13:30開演/大
ホール/全席指定 S席4,800円 
A席3,800円/ /出演（予定）
＝六代目三遊亭円楽、桂歌丸、
柳亭市馬、三遊亭圓歌

市川寄席  
9月25日（土）14:00開演／ロー
ズルーム/全席自由1,300円/
割、 １００円引き/ /出演＝橘
家圓十郎、古今亭菊太楼

市民文化サポーター企画事業
午後のクラシック 
生誕200年コンサート「ショパンと
その仲間たち」
10月16日（土）14:00開演/ロー
ズルーム/全席自由800円/割、

１００円引き/ /出演＝吉田
友美（バイオリン）／木下通子

（チェロ）、安部まりあ（ピアノ）/曲
目＝ショパン「バラード４番」、「チェ
ロソナタｏｐ.６５」より／残席僅少

さだまさしコンサートツアー
2010　～予感～  
10月19日（火）18:00開演/大

ホール/全席指定7,350円/ /
残席僅少

行徳文化ホールＩ＆Ｉ
市民文化サポーター企画事業
夏休みファミリーコンサート
～アンサンブル・アクアが贈る
木管五重奏とピアノの響き～
8月29日（日）14:00開演/全席
指定大人500円、子ども（３歳～
高校生）300円/出演＝アンサン
ブル・アクア 他
瀬戸内寂聴　現代語訳による
白石加代子の源氏物語 

「空蟬・朝顔・玉鬘」
～源氏をふった女君たち 
10月9日（土）14:00開演/全席
指定1階席4,000円、2階席
3,500円/割、 各席300円引き
/

〈広報広聴担当〉
特集 夏ボラ2010真っ最中！

10：00 12：30
19:00 22：00

放 送
時 間

公演案内 は主催公演

総合問い合わせ

☎379-5111
（財）文化振興財団
http://www.tekona.net/

チケット発売初日は、午前10時か
ら文化会館窓口で販売開始。電
話予約の受け付け開始時間の
問い合わせは文化振興財団へ。
チケットは売り切れる場合もあり
ます。ご了承ください。
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小椋佳▶

　なにげない風景の隙間に輝く不思議な魅力をとらえた、そんな独特の
風景の写真で知られる市内在住の写真家・中里和人氏。道端に静かに
たたずむ日本各地の小屋の姿を追った『小屋の肖像』(2000年)など、本
展では代表作約100点を展示。身近な風景が持つ多様な豊かさを伝え
てきたユニークな写真世界に迫ります。
　また展覧会に先駆け、中里氏を講師として迎え開催したワークショップ

「〈絵ハガキの町〉市川 創出計画」で、参加者によって制作された市川
の新しい絵ハガキセットの数 も々展示します。

 8月28日（土）～10月11日（祝）午前9時30分～午後4時30分（入館は
　午後4時まで）月曜日休館（ただし9月20日（祝）、10月11日（祝）開館、
　9月21日（火）休館）

 芳澤ガーデンギャラリー（真間5-1-18☎374-7687）
 一般200円、ローズメンバーズ160円、団体割引（25人以上）160円

　中学生以下無料、障害者手帳をお持ちの方とその介護者（1人）は無料

［関連イベント］ (入館料のみ必要)

■オープニングトーク「風景を読む 
消えるマチ・消えない記憶」
8月29日(日) 午後3時～4時30分（午前9
時30分から整理券を配布)　
日本を代表するドキュメンタリー写真家で、
中里氏の師である北井一夫氏を迎え、風景
の中の記憶や、市川の町について話しま
す。　  先着50人

■ワークショップ「昔ながらの手彩
色絵ハガキを作ろう！」
9月4日（土） 午後2時～4時
自分で撮影した写真に手で色づけする、懐
かしくて不思議な風合いの手彩色絵ハガ
キを作ります。日本全国を旅しながら、現代
の手彩色絵ハガキを作り続ける「ワタリドリ
計画」の麻生知子氏、武内明子氏を講師
に迎えます。

 芳澤ガーデンギャラリー、郭沫若記念館
 抽選で15人
 8月28日（土）までに☎374-7687（同ギャ

ラリー)

■ギャラリートーク「〈絵ハガキの
町〉市川 誕生！」　
9月4日(土)午後1時～1時50分(午前9時
30分から整理券を配布)
ワークショップ「〈絵ハガキの町〉市川 創出
計画」で作られた絵ハガキセットの数 を々中
里氏と共に見ながら、ワークショップを振り返
ります。

 先着50人

■ギャラリートーク「闇を見る、闇
を歩く」
9月18日(土)午後2時～4時(午前9時30分
から整理券を配布)
出演：中里和人氏、中野純氏（体験作家・闇
歩きガイド）
闇歩きの達人として活躍する作家の中野純
氏をゲストに迎え、今回の展示作品、特に近
年取り組んでいる夜や闇を写した作品や、新
作の映像作品について、スライドショーを交え
てお話しします。

 先着20人

同時開催：〈絵ハガキの町〉市川創出計画展
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